
2. 卑弥呼の時代 「大和への鉄の道」のルートは 淀川・大和川・紀ノ川 ????  

       弥生時代の終わり 古墳時代の幕開け  

     やつぱり 大和川が最有力か･･･ 畿内に現れる庄内式土器が語る卑弥呼の重要路  

 

3 月 22 日姫路で「倭国連合の成立と姫路地域の役割」のシンポジュームがあった。   

弥生時代の終わり 古墳時代の幕開けを告げる 3 世紀 卑弥呼の時代の播磨の役割を告げるシンポジュームである。  

私の一番の興味はこの卑弥呼の時代朝鮮半島の「鉄」を西日本瀬戸内から大和へ持ち込む鉄の道のルートはどこか???   

卑弥呼の時代の後 九州に対抗した吉備･出雲・東海そして河内・大和の勢力など西日本の諸国が連合を組んで、初期大和政権

が誕生したという。 この連合の絆は朝鮮半島の鉄素材の供給ルート

の支配だったといわれる。   

  この朝鮮半島の「鉄」を西日本瀬戸内から大和へ持ち込む鉄の道

のルートはどこなんだろうか???   

日本にはまだ 馬が居なかった時代 淀川・大和川・紀ノ川の 3 本の

川の流域が考えられ、それぞれの川から大和へ入る周辺には後年 

それぞれ渡来の鍛冶集団と関係深い専用の鍛冶工房が現れる。   

その先駆けとなった卑弥呼の時代の主要道はどこだったのだろうか?   

昨年の春 この 3 つの川沿いを大和へ至る古代の道を Walk。瀬戸内・

大阪湾から 距離的には大和川を遡る 一番短いのですが、   

大和川には河内と大和の境 生駒山山地と葛城・金剛山地の切れ目

から流れ出すところに亀の瀬の急流があり、隔てる谷の両側には険

しい龍田山と二上・葛城山がそびえる。 また、淀川や紀ノ川からは険

しくはないが道のりが遠い。   

この疑問に答えてくれる話が聞けるかもしれないと出掛けました。 

 

この疑問に答えてくれた土器の話。   

卑弥呼の時代に先駆けた弥生の終わり、畿内に吉備などの特徴を

併せ持つ新しい土器 庄内式土器(叩きの技法がうけつがれ、左斜

めの櫛模様 内側が削られ、平底から尖がり底へ)が現れ、それが

河内の中心部や大和に現れ、古墳時代の初期にはそれが 布留

式土器と呼ばれるハケで化粧された形のきれいな丸型の土器に変

わってゆく。 この新しい土器の動きを見れば、時代が見えてくると

いう。   

畿内でのこの庄内式土器の出現地をたどると 大和川流域河内の

中心部がいち早く 淀川流域の北河内(枚方・交野)や紀ノ川水系と

考えられる葛城で現れるのは遅れるという。   

この庄内式土器・布留式土器の動きを見るとやっぱり、大和への道

は大和川遡行がメインか   

古代大和は要塞の地とよく言われるが、この大和川遡行・龍田山越

の鉄の道を開いたことが、大和王権確立のポイントかもしれない。  

ついでながら、吉備と大和の中間点の重要ポイントにある播磨に庄

内式土器が現れるのはづっと後。また、讃岐とこの吉備・播磨の交

流を土器で見ると讃岐から吉備・播磨には多くの人が動いているの

に播磨から讃岐へは人が動いていない一方通行という。   



瀬戸内の鉄の道が当時の中央・メイン道路であることが、よく見え、現在の地方過疎化の波が古墳時代の始まりの頃にもあったと

思えて面白い。  

 

 

大和における庄内型甕の分布動態と弥生拠点集落  

  青木勘時「大和からみた播磨 -播磨における庄内式土器の意義」より 

 

縄文土器の面白さ･美しさには惹かれますが、弥生の土器なんて みな同じように見えて 面白さも判りませんでしたが、すばらし

い土器編年の魅力。 ちょっと土器の見る目にひとつ加わったような気がしています。   

おもしろいシンポジュームでした。   

 

参考資料  

  シンポジューム「倭国連合の成立と姫路地域の役割」講演資料  

    青木勘時「大和からみた播磨 -播磨における庄内式土器の意義」  




